
































































































































表１ 平成 17年度長崎大学ＡＯ入試の実施状況 





教 育 学 部 16(240) 102(879) 6.4 33 14
経 済 学 部 5(415) 33(1,184) 6.6 11 5
医 学 部 10(201) 148(1,033) 14.8 51 10
歯 学 部 5(50) 34(329) 6.8 16 5
薬 学 部 10(80) 27(372) 2.7 22 4
工 学 部 29(400) 65(1,084) 2.2 52 37
環境科学部 4(140) 28(464) 7.0 14 5
水 産 学 部 5(110) 28(567) 5.6 17 5
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ＡＯ入試ではないが高志願者倍率を伴う推薦入
試に際し，第１段階選抜の重要な判断資料の１
つとして調査書を利用している例もある（相
馬・澤田・佐藤 2005）。この報告はまた，調査
書の点数と大学入学後の成績は高い相関を示し
ており，推薦の方法が選抜の手段として理にか
なっている，とも結論している。 
調査書をめぐっては，こうした評価資料とし
ての妥当性や意味だけでなく，次のような課題
が存在するか今後課題となることが予想される。
①現在調査書の保管期間は５年と定められてい
るため，出願の条件を緩和した場合，調査書が
提出されない受験生が出る可能性がある，②い
くつかの高校で２学期制をとるところが出てき
ており，この場合比較的早い時期に実施される
ＡＯ入試に際し，高校２年生相当までの成績し
か提出されない可能性があるが，これをどのよ
うに扱うか，③高等学校卒業程度認定試験（又
は大学入学資格検定）合格者の調査書の扱い，
例えばいくつかの科目でスコアのない場合があ
るが，これにどう対応するか，また④外国留学
をしたため，スコアがない又はわが国の高校の
教科と対応するものがない場合の扱い，などで
ある。今後もＡＯ入試に調査書が使われる限り，
これらの事柄についてあらかじめその答えを用
意しておかなければならない。つまり調査書が
使えない（使わない）場合，それでみようとし
ている能力を何で判断するかである。 
 最後に，いわゆる学校間格差をどう扱うかも
避けて通れない問題であろう。しかしながらこ
れについては今のところ解決の名案はない。 
 
注 
1) 本研究の一部は，国立大学入学者選抜研究連
絡協議会第 26回大会（東京）にて発表した
（大作ら 2005）。 
2) ＡＯ入試を実施している長崎大学８学部の
うち１学部は課題論文を第１次選考に課し
ている。 
3) 地理歴史と公民の評定の平均値（どちらかの
値しかない場合は当該教科の評定）を社会
の評定とし，これと国語，数学，理科，外
国語の各評定との平均をとったもの。 
4) 一般に国立大学が行っているＡＯ入試は各
募集単位あたりの人員が少なく，扱う数値
も小さい。このためごくわずかの数値の変
化で割合は大きく変わることがある。 
5) もちろんもう一つの重要な点は「どの程度」
意図に近いのか，あるいは異なるのかとい
う点であり，それは相関の度合いが検討の
対象となるだろう。 
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